
別記様式１

施設名称 佐倉市ヤングプラザ

施設概要

所在地：〒285－0014　千葉県佐倉市栄町8番地7
施設構造：鉄骨鉄筋コンクリート造、地上2階建
敷地面積：725,23㎡
延床面積：809,73㎡
建築年月：昭和46年9月
施設内容：１階：コミュニティサロン、（公社）佐倉市観光協会
２階：事務室、多目的室、ブラウジングサロン、プレイルーム、AVルー
ム、ルームさくら
附帯設備：駐車場（4台収容）

施設の設置目的

青少年が自由に集い活動する中で、青少年自らの力を発揮できる場の
提供を図ると共に、日頃の青少年の悩みや心配事を相談できる機能を
備えた総合的青少年施設として、青少年の健全育成のための環境作り
を行い、青少年活動の活性化と社会参加を促進することを目的としてい
ます。

指定管理者 シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社

指定期間 令和２年４月1日～令和７年３月３１日

委託料 126,060,000円（令和５年度支払額　25,212,000円）

市所管課 こども支援部こども政策課

第三者 

年度モニタリング（令和５年度）



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-1-（3）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-1-(2)

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-1-（4）

①業務点検

評価 説明

S　（優良） 適格に実施され、特に優れた成果が認められる。

A　（適格） 適格に実施されている。

B　（概ね適格） 適格に実施されているが、改善の余地がある。

C　（要改善） 適格に実施されておらず、ただちに改善する必要がある。

-　(該当なし) 該当する事例がない。または、評価することができない。

Ⅰ　業務に関する基準

１　基本事項

開所（館）時間が厳守され、速やかに業務が開始されているか。

管理範囲が厳守され、利用者を妨げることはないか。

正当な理由なく利用者の利用を制限していないか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-1-（4）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-1-（5）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A
業務のチェックリストを作り、入口ゴミ、草、クモの巣、側溝掃除等
を毎日確認をし、屋上の点検も定期的に行っています。

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（1）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（1）

利用・減免等の手続は規定に則って行われているか。

利用料金の減免の基準、範囲・件数は適正か。

関連規程を理解し、法令遵守が確保されているか。

２　維持管理業務に関する基準

屋内・屋外ともに美観が維持されているか。

清掃は利用者の妨げにならない時間帯に行っているか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 （別表１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 （別表１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（4）

定期清掃は規定の回数・基準を達成しているか。

適正な方法（分別等）と頻度により廃棄されているか。

廃棄物の減量に務めているか。

必要な検査等は規定の回数・基準を達成しているか。

快適に利用できる環境となっているか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（3）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

常に気持ち良く利用して頂くため、入口に花や植物を置き、道路
や
近隣のゴミ、タバコの吸い殻等拾うことを毎日の業務としていま
す。

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（4）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（5）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（5）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（6）

公共料金は滞りなく支払われているか。

屋外の景観が維持されているか。

備品管理台帳が整備され、適切に記録されているか。

利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。

適切に修繕を行うとともに、市への報告を行っているか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（6）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（6）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（7）①

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（7）②

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（8）（9）（10）

利用に支障をきたす状態のまま放置されていないか。

消耗品の補充・管理は適正に行われているか。

入退者管理、施錠管理、巡視等は適切に行われているか。

夜間・休所日警備に支障はないか。

法定点検その他定期点検を遅延なく確実に実施しているか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（9）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（11）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-2-（11）

点検によって発見された不具合の報告を適切に行っているか。

施設内・施設外に危険箇所はないか。

避難経路や消防設備の付近に障害物はないか。

設備の損傷や危険物、違法駐車はないか。

事故・盗難等の発生について市への報告を怠っていないか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所

３　施設運営業務に関する基準

使用許可や利用料金徴収の手続きは適正に行われ、迅速かつ円滑か。

出納簿等は整備されているか。

現金は必要最小限とし、盗難・紛失等のないよう管理されているか。

利用料金の額、支払方法、減免基準等について、周知は十分か。

物品販売、寄付の募集、広告物の掲示・配布等の許可が適切に行われ、利用者の妨げと
なっていないか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（4）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（5）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（5）　 ・【別紙６】広報活動ガイドライン

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（5）-①　 ・【別紙６】広報活動ガイドライン

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（5）-③　 ・【別紙６】広報活動ガイドライン

日報や各種記録（文書・画像・音声・映像等）を行い、整理しているか。

利用者への掲示物・案内等はわかりやすく用意されているか。

各種広報活動により利用者への周知が図られているか。

パンフレット・チラシ等の在庫切れはないか。

Webサイトは利用しやすく、適宜更新されているか。

記
録
業
務

広
報
活
動

広
報
活
動

広
報
活
動

広
報
活
動



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-(6)

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-(6)

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-(7)

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（7）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（1）

意見・要望・苦情等の受付手段及び機会は適切か。

受け付けた意見・要望・苦情等を記録し、改善に努めているか。

相談内容及び個人情報の保護は徹底されているか。

相談事業の利用方法について周知は十分か。

事前に計画書を文書で市に提出し、承諾を得た上で実施し、実施後適切に報告を行ってい
るか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（9）①

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-3-（9）②

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-4-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-4-（3）

企画事業の内容、実施回数、参加費の額は適切か。

拾得物台帳を作成し、拾得物を所轄の警察署に届けているか。

管理運営の実施等に関する市の調査に協力しているか。

４　経理事項に関する基準

区分会計により独立した帳簿及び預金口座で管理しているか。

帳簿書類等は適切に保存されているか。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-5

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-6

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 Ⅱ-6

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-1-（1）

５　独自事業に関する基準

独自事業の実施にあたり、事前に計画書を提出しているか。

６　目的外業務に関する基準

目的外業務（公衆電話設置等）の実施にあたり、行政財産使用許可申請を行っているか。

目的外業務の実施による利用者への妨げはないか。

Ⅱ　運営体制・組織に関する基準

事
業
計
画

行
政
財
産
使
用
許
可

行
政
財
産
使
用
許
可

１　基本事項

業務従事者の労務に関し法令が遵守され、責任ある体制となっているか。

労
務
責
任



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-1-（1）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-1-（1）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-1-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-1-（3）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-2-（2）

業務従事者から労務に関する苦情等は出ていないか。

労働時間の管理は適切になされているか。

必要資格及び免許等が取得されているか。

必要な許認可及び届出等が行われているか。

２　実施体制に関する基準

業務主任担当者及びスタッフの人員配置は適切か。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-2-（3）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-2-（4）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-2-（6）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A
アンケートにも声を頂いています。

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-2-（6）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-3-（1）

必要な訓練・教育・研修等が計画的に実施されているか。

研
修
等

指定管理者の団体本部との連絡体制は整備されているか。

職員（スタッフ）は名札及び清潔な服装を着用しているか。

職員（スタッフ）のあいさつが徹底され、親切・丁寧な対応がなされているか。

３　一部業務委託（再委託）に関する基準

再委託の範囲及び委託先の選定は適切か。

連
絡
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遇

接
遇

委
託
範
囲



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-3-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-3-（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-4

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-5-（１）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-5-（2）

再委託の計画及び契約書等について市へ提出しているか。

再委託業務の履行確認は適切に行われているか。

４　運営協力体制に関する基準

関係機関、団体、住民等と十分な連携が図られているか。

報
告

履
行
確
認

協
力
体
制

５　安全管理・危機管理に関する基準

保守点検、巡視等は適切に行われているか。

危機管理計画及び危機管理マニュアル等は整備されているか。

平
常
時

体
制
整
備



指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-5-(2)

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-5-(2)

指定管理者 佐倉市 特記事項

- -

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-5-（4）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-5-（5）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-6-（1）

保
険
加
入

守
秘
義
務

非常時の連絡体制は確立されているか。

事故・災害等発生時は市へ直ちに報告され、適切に対処したか。

第三者への損害賠償は適切に行われているか。

必要な保険に加入し、その範囲は適正か。

６　個人情報保護・情報公開・情報管理に関する基準

業務上知り得た秘密を他人に漏らしていないか。

体
制
整
備
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応
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害
賠
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-6-（2）①

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-6-(3)①

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-6-（3）③

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-6-（4）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-6-（4）

個人情報保護条例に基づき、適切に処理されているか。

情報公開条例に基づき、適切に処理されているか。

総合的かつ積極的な情報公開の推進が図られているか。

情報管理計画及び情報管理マニュアル等は整備されているか。

情報セキュリティ（コンピュータウィルス対策等）は万全か。
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指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-7-（1）（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-7-（1）（2）

指定管理者 佐倉市 特記事項

A A

記載箇所 業務基準書 Ⅲ-10

７　事業計画及び事業報告に関する基準

事業計画及び事業報告は規定どおりに提出されているか。

事業計画及び事業報告の内容に虚偽及び重大な誤りはないか。

８　連絡調整に関する基準

資
料
提
出

資
料
提
出

市との連絡会議を適宜行い、十分な調整は図られているか。

意見記述欄

指定管理者

　業者に委託している点検に加え、職員で日常的にチェックを行い、利用者の
目線に立ち環境整備・景観維持に日々努めてきました。大きなトラブルや事故
もなく運営ができました。

佐倉市

　昨年度は、秋祭りが開催され、ヤングプラザもお祭り参加者の休憩場所など
として、地域の活動に協力をしていました。また、県内の県立施設を目的地とし
たバス遠足に行くなど、県との連携もはかっており、他団体との協力を積極的
に行っているところが評価できます。
　また、日頃より施設周辺の美化活動に努めており、館内美化のみならず、周
辺の美化・景観維持の取組を行っていると評価できます。

連
絡
会
議



前年度
実績値

今年度
計画値

今年度
実績値

対前年度比
（％）

対計画値比
（％）

開所日数 358 360 360 100.6% 100.0%

利用者数（人） 15,351 15,000 24,417 159.1% 162.8%

1日あたりの利用者数 43 50 67 155.8% 134.0%

多目的利用組数 936 800 1,222 130.6% 152.8%

事業数 76 80 87 114.5% 108.8%

事業参加者数 3,537 3,300 5,931 167.7% 179.7%

指定管理者

佐倉市

②利用状況等分析

意見記述欄
　 コロナも5類に変更され、人の流れを作るために多くの無料イベントを企
画し、興味を持って来館して貰えるようスタッフ間で情報共有を強化し運営
に努めました。無料で行うことで子供たちも気軽に来館して楽しむことがで
きるので、多くの子ども達の流れを作ることができ来館者増につなげること
ができました。まだ、コロナ前の来館者数とはいきませんが、今後も継続的
に企画していき魅力ある施設運営にしていきたいと考えます。

　今年度は、１事業の期間を複数日設定し参加しやすくするなど指定管理
者の創意工夫により、前年度と比較し事業参加者数は大幅増となりまし
た。
　また、工作イベントを適宜実施するなどの来館促進に力を注いだ点は評
価できます。今後も安心して利用できる魅力的な施設づくりに努めていた
だくようお願いします。



前年度
実績値

今年度
計画値

今年度
実績値

対前年度比
（％）

対計画値比
（％）

収入（円） 25,704,218 25,812,000 26,458,025 102.9% 102.5%

支出（円） 24,546,640 25,812,000 24,036,815 97.9% 93.1%

収支（円）
〈収入-支出〉

1,157,578 0 2,421,210 209.2% -

人件費比率（％）
〈人件費／支出〉 70.24% 72.97% 67.91% - -

再委託費比率（％）
〈再委託費合計／支出〉 6.77% 7.67% 7.22% - -

利用者当たり管理コスト（円）
（支出／延べ利用者数） 1,599 1720 984 61.5% 57.2%

利用者当たり市負担コスト
（円）

（委託料／延べ利用者数）
1,642 1680 1032 62.8% 61.4%

指定管理者

佐倉市

③経営分析

意見記述欄
　新型コロナウイルスの影響も緩和され、イベントの制限も無くなり計画値
を達成することができました。利用者当たりの管理コストに関しても利用者
増加により、対計画比、前年比ともに大幅に下がりました。
次年度においては課題でもある若年層の利用者数をさらに増やせるように
イベントの企画や館内設備の充実を行い、運営を実施していきます。引き
続き利用者が安心・安全な利用をできる運営を行っていきます。

　今年度は、コロナの制限が完全に緩和された状態からのスタートでか
つ、指定管理者の１回のイベント実施の期間を延ばしたことにより、前年度
と比較し利用者数が増加しました。
　前年度と比較して利用者数が増加することとなったため、結果として利用
者当たり管理コスト、利用者当たり市負担コストが縮小しました。
　また、実際の利用者数が想定していた計画値（15,000人）よりも上回るこ
ととなったため、計画値で見込んでいた利用者当たり管理コスト、利用者当
たり市負担コストの4割ほど、実績値については縮小する形となりました。



【単年度計画】

【中・長期計画】

指定管理者

佐倉市

④業務実施状況確認 

事業計画・目標 実施状況・効果

イベントの充実
無料のイベントを行うことで「自由に来て気軽に
楽しめる」を重点的に行ってきた結果、利用者増
に繋げることができました。

地域との交流　

佐倉市の秋祭りも完全復活になり、ヤングプラザ
も
地域の活性化に繋がるようイベントをおこない市
民や子ども達の流れを作りました。

事業計画・目標 実施状況・効果

景観維持や挨拶を大きな声で行う
　日々の朝の清掃などチェックを怠ることなく行
い、又大きな声で挨拶をすることで気持ちよく利
用していただけるよう日々努めました。

　単年度計画においては、毎月の学習講座や有料のイベントの充実を図りなが
ら、予約なしで気軽に参加できる無料イベントも多く企画し、利用者増に繋げるこ
とができ目標に沿った運営ができました。中・長期計画においては、日々の景観
維持や利用者が居心地のいい環境整備を心がけ実践することができました。キッ
ズルームの利用は新しい図書館が開館したこともあり、以前のように母親同士の
交流の場となることは難しい状況ですが、高校生は軽音部の実行委員が他校生
と連携しながら、ライブを成功させることができ利用促進に繋げる運営ができまし
た。

　年間87回のイベントを実施し、無料のイベントを多く行うことや１回のイベントの
期間を長めにとるなどして、参加しやすいよう環境づくりをしたことは評価できま
す。今後は、高校生の利用が伸び悩んでいるため、高校生に対してアプローチで
きるイベントの創作に努めてください。
　今後とも引き続きイベントの充実と青少年が安心して楽しめるような環境づくりを
行っていくことを期待します。

多目的室の利用促進（高校生）

　高校生主体のライブを年間4回6日間、軽音部
OBに講師をお願いし楽器講座年間6回行い高校
生の利用促進に繋げられるように頑張りました。
月平均164人の高校生利用がありました。

課題の取り組み

　午前中の利用促進を図るためキッズルームの
開放をおこなってきました。毎月季節に応じた工
作、誕生日会の準備をして利用促進に励みまし
た。中々以前のように賑やかな利用には届きま
せんでしたが、まだ多くの人が集まるところは心
配と言って利用してくれる方もいました。

意見記述欄



実施方法等

回答数等

実施結果

指定管理者

佐倉市

⑤利用者満足度調査報告 

自記式調査法

小学生30名　中学生30名　高校生30名　大人30名　計120名

　貸出品、イベント、スタッフの対応等、満足しているという回答が多くあった。利
用者アンケートにおける肯定的満足度は92.1％だった。
　要望として小中学生からは、「読みたい漫画があるから入れてほしい」「カード
ゲーム大会をまたやりたい」等、色々な意見がありました。一般の方からは、「照
明が暗い」「WI-FIが遅い」等設備・備品への要望が上がり、今後の改善点を見つ
けることができました。

回答者の意見等 対応策等

意見記述欄

　全体的に満足と回答をいただきました。今後もこの結果を維持できるよう職員間
の情報共有を怠ることなく継続的に運営に励んでいきたいと思います。高校生か
らは満足との回答はいただけましたが、あまり要望や意見等が得られなかったた
め、積極的に関わりニーズを把握して利用促進に繋げていきたいと考えます。

　満足度調査においておおむね高い評価を得ており、利用者が安心して楽しめる
環境を用意できていると思われます。また、アンケートの声を可能な限り取り入れ
るという姿勢が伺えることから、とても評価できます。
　また利用者目線で必要な修繕等を行うなど、指定管理として可能な限りの対応
をしていただいております。

新しい漫画も読みたい
利用者とコミュニケーションをとり、

希望が多い漫画を購入した

ダーツを取り入れてほしい
日程を決めて実施できるようにした

（ 小学生：毎週金曜日 / 中高生：毎日 ）

　ビンゴ大会を開催してほしい 大きなイベントにビンゴ大会を取り入れた



【令和５年度】

指定管理者

佐倉市

⑥総合評価 

意見記述欄

　コロナが5類に変更され以前のような月3千人以上の人が足を運んでもらえるよ
う目標をもち日々試行錯誤しながら運営に努めました。気軽に来て無料で楽しめ
るよう企画し多くの子ども達の流れを作ることが出来ました。高校生については、
多目的室を利用する学生たちのニーズに応えられるように高校生主体となってラ
イブを企画・運営し、コロナ前のような賑やかなライブを実現することができまし
た。まだ、以前のような来館者数には及びませんが、着実に来館増につながって
いると実感しています。

　今年度は、コロナの制限が完全に解除された状態からのスタートとなりました。
来館者数は前年と比較し9,000人近くの伸びとなりましたが、コロナ前のヤングプ
ラザと同程度の数字にはなっておりません。また、小学生の利用について定着
が見られましたが、依然として高校生の入館者数の伸び悩みが見受けられま
す。
　本来のヤングプラザの姿に戻るには時間を要することが想定されます。職員の
方々のさらなる創意工夫で、より魅力的な施設運営に努めてください。



指定管理者労働条件チェックリスト 

点検実施年度 ： 令和５年度   

施設名 ： 佐倉市ヤングプラザ  

 

チェック項目 チェック結果 

１ 就業規則  （労働基準法（以下法）８９・９０・１０６条、労働基準法施行規

則                                            

（以下規則）６条）   

(1) 

常時使用する労働者が１０人以上である場合、就業規則を作成し、労

働者代表の意見を添付して、労働基準監督署に届け出ているか。また、

変更した場合も同様か。 

□ 就業規則を作成し、届け出ている。 

□ 就業規則を作成しているが、届け出ていない。 

□ 就業規則を作成していない。 

□ 常時使用する労働者が 10 人未満である。 

(2) 

短時間労働者について、正社員とは異なる労働条件である場合には、

短時間労働者に適用する就業規則を作成し、労働者代表の意見書を添

付して、労働基準監督署に届け出ているか。また、変更した場合も同様

か。 

□ 就業規則を作成し、届け出ている。 

□ 就業規則を作成しているが、届け出ていない。 

□ 就業規則を作成していない。 

□ 短時間労働者を雇用していない又は正社員と同条件で

ある。 

□ 常時使用する労働者が 10 人未満である。 

２ 労働条件等の明示 （法１５条）  

(1) 

労働者を雇い入れる際、労働条件について、労働条件通知書、労働

契約書、就業規則などの書面で明示しているか。[労基第 15 条] 

□明示すべき労働条件の内容 

①契約の期間、②就業の場所・従事する業務の内容、③労働時間に関

する事項、④賃金の決定・計算・支払の方法、賃金の締め切り・支払の時

期に関する事項⑤退職に関する事項 

□ 明示している。 

□ 明示していない。 

(2) 

短時間労働者を雇い入れる際、①昇給の有無、②退職手当の有無、

③賞与の有無、④短時間労働者の雇用管理の改善等に関する事項に係

る相談窓口について、書面の交付又はファクシミリ若しくは電子メールによ

る送信により当該短時間労働者に明示しているか。 

し 明示している。 

□ 明示していない。 

□ 短時間労働者を雇用していない。 

３ 労働時間 （法３２・３４～３６・３９条等）  

(1) 所定労働時間は、週 40 時間以内、１日８時間以内としているか。 

□ 所定労働時間は、法定労働時間内である。 

□ 変形労働時間制を採用している。 

□ 所定労働時間が法定労働時間を超えている。 

(2) 
変形労働時間制をとる場合（１か月以内の期間の労働時間を平均し、週 40

時間以内とする場合など）は、労使協定等によりその旨を定めているか。 

■ 定めている。 

□ 定めていない。 

□ 変形労働時間制をとっていない。 

(3) 

次のような時間がある場合、労働時間として算定しているか。 

①交替制勤務における引継ぎ時間 

②業務報告書等の作成時間 ③仕事の打合せ、会議等の時間 

④参加が義務付けられている行事や研修等 

⑤出張先から次の出張先までの移動に必要な時間 

□ 算定している。 

□ 算定していない。 

(4) 
労働時間は、タイムカードや適正な自己申告などに基づき、適正に把握

しているか。 

□ 適正に把握している。 

□ 適正に把握していない。 

(5) 
休憩は、就業規則で定めた時間に、確実に取得させ、かつ適法である

か。 

□ 適法に取得させている。 

□ 適法に取得させていない。 

(6) 休日は、毎週１回又は４週を通じて４回以上与えているか。 
□ 与えている。 

□ 与えていない。 

(7) 
時間外労働・休日労働は、あらかじめ労働者代表と締結し、労働基準

監督署に届け出た労使協定の範囲内で行わせているか。 

□ 労使協定の範囲内で行わせている。 

□ 労使協定の範囲内で行わせていない。 

(8) 
(7)の労使協定（36 協定）は、厚生労働省告示「時間外労働の限度に

関する基準」の範囲内で締結しているか。 

□ 基準の範囲内で締結している。 

□ 基準の範囲内で締結していない。 

(9) 
短時間労働者を含むすべての労働者に労働基準法に定める年次有給休

暇を与えているか。 

□ 与えている。 

□ 与えていない。 

４ 賃金 （法２４・３７・最低賃金法４条等）  

(1) 

賃金は通貨で、直接労働者に（同意に基づき金融機関への振込みも

可）毎月１回以上、定期に全額（税金、社会保険料や賃金控除の労使協

定に定めるものは控除可）を支払っているか。 

□ 支払っている。 

□ 支払っていない。 

(2) 
すべての労働時間について最低賃金額以上の時間給を支払っている

か。 

□ 支払っている。 

□ 支払っていない。 

(3) 
法定労働時間を超える時間外労働、休日労働及び深夜労働をさせた

ときは、労働基準法上の割増賃金を支払っているか。 

□ 支払っている。 

□ 支払っていない。 

  



 

 

チェック項目 チェック結果 

5 法定帳簿 （法１０７～１０９条等）  

(1) 
事業場ごとに、各労働者について（日雇労働者を除く。）労働者名簿を

作成し、記載すべき事項に漏れはないか。 

□ 労働者名簿を作成し、記載事項に漏れはない。 

□ 労働者名簿を作成しているが、記載事項に漏れがある。 

□ 労働者名簿を作成していない。 

(2) 事業場ごとに、賃金台帳を作成し、記載すべき事項に漏れはないか。 

□ 賃金台帳を作成し、記載事項に漏れはない。 

□ 賃金台帳を作成しているが、記載事項に漏れがある。 

□ 賃金台帳を作成していない。 

(3) 
労働者名簿、賃金台帳及び雇入、解雇、災害補償、賃金その他労働

関係に関する重要な書類は５年間保存しているか。 

□ 保存している。 

□ 保存していない。 

６ 労働安全衛生 （安全衛生法１２・１３・１８・６６条等）  

(1) 

常時 50 人以上の労働者が使用される施設では、衛生管理者及び産業

医を選任し、労働基準監督署に届け出た上で、必要な職務を行わせてい

るか。 

□ 選任、届出をし、必要な職務を行わせている。 

□ 選任、届出のいずれかを行っていない又は必要な職務を

行わせていない。 

□ 常時使用する労働者が 50 人未満である。 

(2) 
常時 50 人以上の労働者が使用される施設では、衛生委員会を設け、

月１回以上行っているか。 

□ 衛生委員会を設け、月１回以上行っている。 

□ 衛生委員会を設けていない又は月１回以上行っていな

い。 

□ 常時使用する労働者が 50 人未満である。 

(3) 
常時 10 人以上 50 人未満の労働者が使用される施設では、衛生推進

者を選任し、必要な職務を行わせているか。 

□ 衛生推進者を選任し、必要な職務を行わせている。 

□ 衛生推進者を選任していない又は必要な職務を行わせ

ていない。 

□ 常時使用する労働者が 10 人未満であり、又は 50 人以

上である。 

(4) 
雇入時及び作業内容変更時に、労働者に安全衛生教育を行っている

か。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。 

(5) 
雇入時及び１年以内ごとに１回、常時使用する労働者に対し、健康診断

を行っているか。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。 

(6) 
健康診断の結果について、健康診断個人票を作成して５年間保存して

いるか。 

□ 保存している。 

□ 保存していない。 

(7) 
健康診断の結果、異常の所見があると診断された労働者については、健

康診断が行われた日から３か月以内に、医師等の意見を聴いているか。 

□ 聴いている。 

□ 聴いていない。 

(8) 健康診断の結果を労働者に通知しているか。 
□ 通知している。 

□ 通知していない。 

(9) 

常時 50 人以上の労働者が使用される施設では、定期健康診断を行っ

たときに、定期健康診断結果報告書を労働基準監督署に提出している

か。 

□ 提出している。 

□ 提出していない。 

□ 常時使用する労働者が 50 人未満である。 

７ 法令等の周知 （法１０６条、労働安全衛生法１０１条等）  

(1) 

労働基準法、労働安全衛生法等の要旨を、 

①常時各作業場の見やすい場所に掲示し、又は備え付けること 

②書面を労働者に交付すること 

③磁気ディスク等に記録し、各作業場に労働者が当該記録の内容を常時確認で

きる機器を設置すること 

のいずれかにより、労働者に周知しているか。 

□ 周知している。 

□ 周知していない。 

８ 雇用保険・社会保険 （雇用保険法４～６条、健康保険法３条等）    

(1) 
雇用保険の加入義務がある労働者について、適切に加入手続を行って

いるか。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。 

(2) 
健康保険、厚生年金保険の加入義務がある労働者について、適切に加

入手続を行っているか。 

□ 行っている。 

□ 行っていない。 

 


